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平成19年度第6回理事会議事録
9．2007 ＩＡＳＤＲ報告

（杉山会長・山中担当理事）

山中担当理事より，香港で開催され

たＩＡＳＤＲ 2007 会期中に開催され

たＩＡＳＤＲ理事会の中で議論，報

告された以下の内容について説明が

なされた。

・Design Society の学会参加について

・役員 (会長，副会長，事務局長 )の

再任について

・会計報告

・ジャーナルの出版について

・ウェブサイトの構築について

・カンファレンスについて（2009 年

10 月 19 ～ 21 日ソウルで開催決定）

10．特集号の編集企画について

（工藤 (卓 )学会誌編集委員長）

工藤卓学会誌編集委員長より配布資

料に基づき，特集号ついて，現在ま

での出版状況および，今後の編集企

画について説明がなされた。

11．春季大会報告

(河原林大会実行委員長 )

河原林大会実行委員長より，配布資

料に基づき，春季大会について，ま

た大会の会計報告について説明がな

された。また，今回始めて取り入れ

た事前登録システムで生じた問題点

などを，次回の大会実行委員会に引

き継ぎたいとの報告がなされた。

12．秋季大会報告

(和田大会実行委員長

(代理 )大平理事 )

和田大会実行委員長の代理で大平理

事より，秋季大会について，報告が

なされた。杉山会長より，報告書の

体裁を過去のものと揃えて欲しいと

の要望がなされた。

13．芸研連・シンポジウムテーマ案に

ついて

(黒川担当理事

(代理 )國澤本部事務局長 )

黒川担当理事の代理として國澤本部

（岡崎概要集編集委員長

(代理 )國澤本部事務局長 )

岡崎概要集編集委員長の代理として，

國澤本部事務局長より，55 回春季研

究発表大会について説明がなされた。

基本的には例年どおり進める予定で

あり，発表の申込期間を平成 20 年 3

月 13 日～ 27 日を予定しているとの

報告がなされた。

5．「デザイン方法論研究部会」活動再

開について　　　　　　（松岡理事）

松岡理事より，「デザイン方法論部会」

の現状について説明がなされ，名称

を「デザイン理論・方法論研究部会」

に変更し，また主査を松岡理事に変

更することについて，審議がなされ，

承認がなされた。

6．ザインシンポジウム 2008 について

（松岡理事）

松岡理事より，2008 年 11 月 21 日・

22 日に開催を予定しているデザイン

シンポジウム 2008 について説明がな

された。また今年は日本デザイン学

会が幹事学会であるため，予算的補

助を検討して頂きたいとの要望がな

された。ただ，過去の負担額が不明

瞭であるため，改めて調査した上で

審議することとした。

7．会員の移動について

（小野本部事務局幹事）

本部事務局に提出された書類を回覧，

審査した結果，入会 [正会員 14 名（内

外国人２名）]，退会 [正会員 12 名（内

外国人１名）]

【報告事項】

8. 評議員選挙結果について

（佐藤選挙管理委員長）

佐藤選挙管理委員長より，評議員選

挙において、二地区の被選挙人名簿

に誤りがあり、会員一名の名前が漏

れていたとの報告があり、その対応

が審議された。

その結果二地区のみ 1 月に再選挙を

実施することした。

日　　　時：平成 19年 12 月 15 日 (土 )

 　　14：30 ～ 17：00

場　　　所：拓殖大学 文京キャンパス 

 　　大学院棟６Ｆ 第２会議室

出　席　者：杉山，青木(弘)，五十嵐，

 　　大島，大平，工藤(卓),

 　　佐藤,田村,中嶋,生田目,

 　　西川,原田,松岡,山中, 

 　　河原林,井上,國澤,小野

委任状出席：蓮見,石川,植村,岡崎,

 　　面矢,工藤(芳),清水,

 　　久保,國本,車,黒川,

 　　酒井,白石,須永,永井,

 　　降旗,三橋,宮崎,森田,

 　　両角,和田,阿部,八馬,

 　　金

欠　席　者：青木(史 ),細谷

1．会長挨拶

杉山会長より挨拶がなされた。

2. 平成 19 年度第 5回理事会議事録の

承認　　　　　（小野本部事務局幹事）

小野本部事務局幹事より平成 19 年度

第５回の議事録案が提示され，承認

された。

【審議事項】

3. 平成 20 年度春季研究発表大会につ

いて　　　　  （井上大会実行委員長）

井上大会実行委員長より，6 月 27 日

～ 29 日開催される平成 20 年春季研

究発表大会について，大会テーマ“こ

ころとデザイン”，アクセス方法，宿

泊施設，エクスカーションの準備等

について説明がなされた。また，学

内規定により，学生の学内での飲酒

は一切禁止されているため，学生の

懇親会参加は控える方向で検討して

いるとの報告がなされた。また理事

会のスケジュールについては，改め

て調整することとした。

4．55 回春季大会における発表申込等

について
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事務局長より，藝術学関連学会連合

の来年度シンポジウム（昭和 40 年代

の日本における藝術の転換）につい

て説明がなされた。また藝術学関連

学会連合より，パネリストのご推薦

を頂きたいとの要望があり，該当者

がある場合は，黒川担当理事までご

連絡頂きたいとの要望がなされた。

14．第一支部発表会について

（石川第一支部長

(代理 )國澤本部事務局長）

石川第一支部長の代理として，國澤

本部事務局長より，12 月 22 日に開

催される第二回第一支部発表会につ

いて，報告がなされた。

15．第三支部発表会について

（酒井第三支部長

(代理 )國澤本部事務局長）

酒井第三支部長の代理として，國澤

本部事務局長より，1 月 18 日に開催

予定のサイエンスデザインカフェに

ついて，報告がなされた。

16．第五支部発表会について

（田村第五支部副支部長）

田村第五支部副支部長から，第五支

部発表大会について，またその時に

発行した概要集について，報告がな

された。

記録：小野

平成19年度第7回理事会議事録
極的に取り組んでいくことが提案さ

れた。シンポジウム内でのデザイン

学会の位置付けや予算などを審議し

た結果，デザイン学会の正式な行事

とすることが承認された。さらに，

活動に当たって必要となる予算は今

年度の予備費を充てること，IASDR お

よびデザインソサイエティーも協賛

団体に含めること，運営委員として

松岡由幸氏，永井由佳里氏，氏家良

樹氏に依頼することが承認された。

4．横幹連合役員候補の推薦について

（山中担当理事代理國澤本部事務局長）

山中担当理事の代理として國澤本部

事務局長より，横幹連合の役員であ

る清水義雄氏（信州大学）の任期が

終了することが報告された。これま

でデザイン学会として役員を選出し

ていなかったが，審議の結果，山中

担当理事を役員として推薦すること

が承認された。

5．会員の移動について

（八馬本部事務局幹事）

本部事務局に提出された書類を回覧，

審査した結果，入会[正会員11名 (内

外国人１名 )，年間購読１件 ]，退会

[ 正会員 12 名，賛助会員１件 ] が承

認された。

【報告事項】

6．評議員選挙結果について

（佐藤選挙管理委員会委員長

代理國澤本部事務局長）

佐藤選挙管理委員会委員長の代理と

して國澤本部事務局長より，第２地

区における評議員選挙についてメー

ル審議が行われた結果，当初の選挙

で選出された方々を評議員とするこ

とが報告された。

7．第一支部発表会について

（石川第一支部支部長

代理國澤本部事務局長）

石川第一支部支部長の代理として國

澤本部事務局長より，第一支部の発

表会「子どもとデザイン」が盛会に

日　　　時：平成 20 年 1 月 26 日 ( 土）

　　　　　　14：30 ～ 17：00

場　　　所：拓殖大学 文京キャンパス 

 　　Ａ館 3Ｆ会議室

出　席　者：杉山，蓮見，大平，松岡， 

 　　国澤，阿部，八馬

委任状出席：青木(弘)，石川，工藤(卓)，

 　　生田目，森田，両角

欠　席　者：五十嵐，中嶋

1．会長挨拶

杉山会長より挨拶がなされた。

2. 平成 19 年度第 6回理事会議事録の

承認　　　　　（八馬本部事務局幹事）

八馬本部事務局幹事より平成 19 年度

第 6 回の議事録案が提示され，承認

された。

その際，杉山会長より「デザイン理論・

方法論研究部会」の活動について，「創

造性研究部会」における研究内容と

重複するのではないかという問い合

わせが会員からあったことが報告さ

れ，議論がなされた。その結果，研

究内容が重複する可能性はあるもの

の，双方の着眼点は異なっているこ

と，自由度の高さは学究にとって極

めて重要な事項であることなどの見

解が示され，2つの研究部会は個別に

活動を行うことが改めて承認された。

なお，活動を続けていく中で研究領

域が大幅に重複するような状況が生

じた場合には，統合や調整などの方

策を検討することが確認された。ま

た，これまでは理事会での承認がな

されなかった英語名の表記について

は，継続して審議する事項となった。

【審議事項】

3. デザインシンポジウム 2008 について

（松岡デザインシンポジウム担当理事）

松岡デザインシンポジウム担当理事

より，配布資料に基づき，来年度に

開催されるデザインシンポジウム

2008 をデザイン学会の事業として積
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　去る 2007 年 12 月 22 日、東北芸術工

科大学において日本デザイン学会第１

支部大会を開催しました。2005 年に続

く通算２回目となる今回のテーマは「子

どもとデザイン」。初等教育におけるデ

ザインのあり方について考える場とす

ることを目的に、ワークショップとシ

ンポジウムの２部構成としました。

前半のワークショップは、地元の小学

生を対象とした”デザインの原体験” 

としての「手作りおもちゃの制作」の

公開授業。これを踏まえ、つづく後半

のシンポジウムでは、「童具開発研究所

WAKU」所長である和久洋三氏による基

調講演を皮切りとするパネリスト４名

（ゲストの萩原修氏（コド・モノ・コト

主宰）および実行委員）によるさまざ

第１支部大会報告
終わったことが報告された。その際

に，第一支部は北海道と東北という

広域にわたっており，一体的な活動

が困難であることが議論された。こ

れを受け，杉山会長より選挙の地区

割りと活動の地区割りを変更しても

良いのではという提案がなされ，次

期理事会への申し送り事項とするこ

ととなった。

8. 学生会員新設概要案について

（大平企画委員会委員長）

大平企画委員会委員長より，配布資

料に基づき，学会の活性化を図るた

めに現在は会員資格がない学部生を

対象とする「学生会員」のあり方に

ついて提案がなされた。学生にとっ

ても学会にとってもメリットが大き

いと考えられる一方，大学院生に対

するあり方や会則の見直しが生じる

ため，受け入れる方向で継続して審

議する事項となった。

9．その他

杉山会長より，次回理事会において，

各担当理事から 19 年度の総括報告を

してもらう際に，申し送り事項を整

理していただくよう依頼がなされ，

事務局から各担当理事に連絡するこ

ととなった。

記録：八馬

まな側面からの話題提供、問題提起を

元に、参加者全員でテーマをめぐる意

見交換を行いました。

「よい生活者」を育て、社会をよりよく

するための知恵としてのデザインの重

要性に、より多くの人の関心を向ける

契機になったのではないかと思います。

　　支部大会長

 石川善美 (東北工業大学 )

　　実行委員長

 三橋幸次(東北芸術工科大学)

　　実行委員

 梅田弘樹 (東北工業大学 )

 齋藤　学 (山形大学）

 永山広樹(宮城工業高等専門学校） 

　　　　梨原　宏 (東北工業大学 )

 降旗英史（東北芸術工科大学） 

 松田道雄（東北芸術工科大学） 

 柚木泰彦（東北芸術工科大学）

事務局から会費自動引き落としのお知らせ

　�008年 (平成�0年 )度の会費は5月7日に引き落としとなります。

引き落とし額 ：正会員年額	 	 ��,000 円

	 	 年間購読会員年額	 �5,000 円

	 	 賛助会員年額	 　	� 口 �0,000 円 (� 口以上 )

　通帳には， 銀行により [SMBS(JSSD カイヒ )、 SMBC( シンパン )、

(SMBC) 自払 ] のいずれかで記載されております。 会員各位にて，

ご確認下さい。

　なお， 領収証の発行が必要な方は， 事務局までご一報ください。

領収証発行の登録手続きをいたします ( 登録は初回のみ。 以後は

必要ありません )。

※引き落とし口座の変更をご希望の方は本部事務局へご連絡ください。

本部事務局

自動引き落とし手続きのお願い
　当学会では，会費の自動引き落としが義務付けられております。 すでに，

半数以上の会員の方にご利用いただいておりますが， まだ登録がお済で

ない会員の方は， 至急登録手続きをされますよう， お願い申し上げます。

また， 口座引き落とし依頼書がお手元にない方は， 本部事務局へご請求

ください。

本部事務局



�
JSSD NEWS

No.185

募集案内

独立行政法人　日本学術振興会

特別研究員募集

「特別研究員」制度は優れた若手研究

者に、その研究生活の初期において、

自由な発想のもとに主体的に研究課題

等を選びながら研究に専念する機会を

与えることにより、我が国の学術研究

の将来を担う創造性に富んだ研究者の

養成・確保に資することを目的として、

大学院博士課程在学者及び大学院博士

課程修了者等で、優れた研究能力を有

し、大学その他の研究機関で研究に専

念することを希望する者を「特別研究

員」に採用し、研究奨励金を支給する

制度です。

◆採用区分：

特別研究員 -DC １

　（大学院博士課程在学者）

特別研究員 -DC ２

　（大学院博士課程在学者）

特別研究員 -PD

　（大学院博士課程修了者等）

特別研究員 -SPD 

　（大学院博士課程修了者）

◆申請資格：採用区分によって異なり

ますので、HP を参照してください。

◆申請書受付期間：

平成 20 年 6 月 4 日（水）～

　　　　　6月 6日（金）（必着）　

◆採用期間： 

　①特別研究員-DC１：平成21年 4月 1

日から平成24年 3月 31日の3年間 

　②特別研究員-DC２：平成21年 4月 1

日から平成23年 3月 31日の2年間 

　③特別研究員-PD：平成21年 4月 1日

から平成24年 3月 31日の3年間 

　④特別研究員 -SPD：平成 21年 4月 1

日から平成24年 3月 31日の3年間

◆申請書類提出・連絡先：

独立法人　日本学術振興会

研究者養成課　特別研究員募集担当 

〒102-8472　東京都千代田区一番町８番地

TEL：03-3263-5070

HP：http://www.jsps.go.jp

独立行政法人　日本学術振興会

特別研究員 -RPD 募集

特別研究員制度の一環として、子育

て支援や学術研究分野における男女共

同参画の観点から、優れた若手研究者

が、出産・育児による研究中断後に円

滑に研究現場に復帰できるように支援

する復帰支援フェローシップ。

◆申請資格：採用年度の 4 月 1 日現在、

博士の学位を取得している者（申請

時には、見込みでも良い）。ただし、

人文学又は社会科学の分野にあって

は、我が国の大学院博士課程に標準

修業年限以上在学し、所定の単位を

修得の上退学した者で、博士の学位

を取得した者に相当する能力を有す

ると認められる者も含む。応募する

年度の 4 月 1 日から遡って過去５年

以内に、出産又は子の養育のため、

概ね 3 ヶ月以上やむを得ず研究活動

を中断した者。 

◆申請書受付期間：

平成 20 年 5 月 14 日 ( 水 )

　　　　～ 5月 16 日（金）（必着）　

◆採用期間：申請者が以下のいずれか

を選択することができる。 

　①平成 21 年 4 月 1 日から

　　平成 23 年 3 月 31 日までの 2年間 

　②平成 21 年 7 月 1 日から

　　平成 23 年 6 月 30 日までの 2年間 

　③平成 21 年 10 月 1 日から

　　平成 23 年 9 月 30 日までの 2年間 

　④平成 22 年 1 月 1 日から

　　平成 23 年 12 月 31 日までの 2年間 

〔注〕採用内定後、出産・育児等の都合

により上記の中で変更することもで

きる。 

◆申請書類提出・連絡先：

　独立法人　日本学術振興会

研究者養成課 特別研究員-RPD募集担当

〒102-8472　東京都千代田区一番町８番地

TEL：03-3263-5070

HP：http://www.jsps.go.jp

コクヨデザインアワード 2008

作品募集

◆テーマ：炭素

◆エントリー：4月 1日～ 5月 31 日

◆作品提出：4月1日～6月30日(必着)

◆対象：ステーショナリー ( 生活用品

含む )，ファニチャー (椅子に限る )

◆賞金：総額 450 万円 (10 作品 )

◆審査員：山中俊治，佐藤オオキ，柴

田文江，水野学，黒田章裕

◆発表：11 月中旬予定

◆作品提出・問合せ先：

コクヨデザインアワード事務局

〒 110-0005 東京都台東区上野 5-3-4 

　植木ビル 4F

MAIL：award@mrk.kokuyo.co.jp

HP：http://www.kokuyo.co.jp/award/

MITSUBISHI CHEMICAL JUNIOR

DESIGNER AWARD 2008

◆応募資格・対象：高等学校卒業後、

日本で 2 年制以上のデザイン関連専

門学校、大学、または大学院修士課

程で修学し、2008 年 3 月に卒業す

る学生の卒業制作および修士終了制

作。また、高等専門学校生の卒業制

作も対象とします。 

◆対象分野：プロダクト、グラフィック、

ファッション、マルチメディア、パッ

ケージ、デザイン研究などのデザイ

ン全般。

◆スケジュール（予定）：

応募開始 2008 年 1 月 25 日 

応募締切 2008 年 5 月 31 日 

審査 2008 年 6 月－ 9月 

授賞式（発表） 2008 年 10 月－ 11 月 

受賞作品展 2008 年内に都内で開催

予定 

◆問い合わせ先

MITSUBISHI CHEMICAL JUNIOR 

DESIGNER AWARD 事務局

〒 107-0052　東京都港区赤坂 2-18-3

TEL：03-5575-3226FAX：03-5575-3222

E-mail : info@mcjda.jp 

HP：http://www.m-kagaku.co.jp

ヒューマンインタフェース

シンポジウム 2008 発表者募集

◆開催日：2008 年 9 月 1 日（月）

　　　　　　　　～ 9月 4日（水）

◆発表申込締切：2008年 4月 28日 (月 )

◆原稿締切：2008 年 6 月 30 日（月）
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催し物
◆シンポジウム講演参加費：

学会員・協賛学会員　13,000 円

一般　19,000 円

※この他、ワークショップ，技術展示

についても募集しています。詳細は

下記 URL を参照して下さい。 

◆問い合わせ先：

ヒューマンインタフェース学会事務局

〒 600-8815

京都市下京区中堂寺粟田町 93 番地

京都リサーチパーク 6号館 304 号

TEL：075-315-8475 / 075-326-1331

FAX：075-326-1332

E-mail：symp@his.gr.jp

URL：http://www.his.gr.jp 

展覧会

F1 ™ 疾走するデザイン

　東京オペラシティアートギャラリー

では、2008 年 4 月 12 日［土］より、

F1 発展の歴史の中でデザインが果たし

てきた役割を実際の F1 カーによってご

紹介する展覧会「F1 疾走するデザイン」

を開催いたします。

◆会期：2008 年 4 月 12 日 ( 土 )

　　　　　　　～ 6月 29 日 ( 日 )

◆会場：東京オペラシティアートギャ

ラリー

◆開館時間：11:00 ～ 19:00

（金・土は 11:00 ～ 20:00 最終入場は

閉館 30 分前まで）

◆休館日：月曜日（4/28、5/5 は開館）

◆入場料：一般 1,200 円（1,000 円），

大学・高校生 1,000 円（800 円），

中学・小学生 600 円（400 円）

◆お問い合わせ：

　東京オペラシティアートギャラリー

〒163-1403東京都新宿区西新宿3-20-2

TEL:03-5353-0756

HP：http://www.operacity.jp/

生誕100年　東山魁夷展

◆会期：2008年3月29日(土)

　　　　　　～5月18日(日)

会期中、展示替があります

前期：3月 29 日（土）～ 4月 20 日（日）

後期：4月 22 日（火）～ 5月 18 日（日）

◆会場：東京国立近代美術館

〒 102-8322 千代田区北の丸公園 3-1

◆開館時間：10:00-17:00 

( 金曜日は 10:00-20:00)

東山魁夷展会期中の木・金・土曜日は、

20:00 まで開館します

*入館は閉館 30 分前まで

◆休館日：4 月 7 日（月），14 日（月），

21 日（月），5月 12 日（月）

◆観覧料：一般 1300(1100/900) 円，

大学生 900(800/600) 円，高校生

400(300/200) 円

※いずれも消費税込、（ ）内は前売

／ 20 名以上の団体料金

*前売券の販売は 3月 28 日まで

◆主催：東京国立近代美術館、日本経

済新聞社

◆後援：大和ハウス工業

◆協賛：日本興亜損害保険、三菱商事

◆特別協力：唐招提寺

◆お問い合わせ：東京国立近代美術館

〒 102-8322 千代田区北の丸公園 3-1

TEL:03-5777-8600

展覧会 HP：higashiyama-kaii.com

※終了後、京長野県信濃美術館 東山魁

夷館に巡回します。2008 年 7 月 12

日（土）～ 8月 31 日（日）

 

杉本貴志展

　水の茶室・鉄の茶室

 COLOR SESSION 2008 は、カラーデザ

インや質感に優れた製品と、それを高

めるためのソリューションを一堂に会

し、使う側と提供する側の交流を促進

し、新たなビジネスチャンスを創出し

ます。

◆会期：2008 年 4 月 5 日～ 5月 31 日  

◆場所：ギャラリー間

〒 107-0062 東京都港区南青山 1-24-3 

TOTO 乃木坂ビル 3F 

◆開催時間：11：00 － 18：00

( 金曜日は 19：00 まで）

◆休館日：日曜・月曜・祝日

◆入場無料

◆主催：ギャラリー間

◆後援：（財）日本産業デザイン振興会，

（社）東京建築士会，（社）東京都建築

士事務所協会，（社）日本インダスト

リアルデザイナー協会，（社）日本建

築家協会関東甲信越支部，（社）日本

建築学会関東支部，日本デザイン学会

◆特別協力：裏千家

◆協賛：ＴＯＴＯ

◆お問い合わせ：ギャラリー間

〒 107-0062 東京都港区南青山 1-24-3 

TOTO 乃木坂ビル 3F 

Tel 03-3402-1010 ／ Fax 03-3423-408

HP：http://www.toto.co.jp/gallerma/

日本機会学会

講習会　設計技術適材適所

設計技術を正しく製品開発に適用するには

◆開催日：2008 年 5 月 27 日 ( 火 )
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◆平成 19 年度第７回理事会承認

　2008.01.26

＜新入会＞

＊正会員　10 名

　内田　広由紀 菊地　貴

　菊池　翠 佐藤　博紀

　田中　里尚 佃　五月

　中西　俊介 細川　和彦

　吉田　敏 渡辺　佑介

＊年間購読会員　１件

　（株）ウィズ・ケイ

＜退会＞

＊正会員 12 名

　青木　隆彌 荒川　善夫

　石井　信義 伊藤　健世

　伊藤　晴彦  北川　裕司

　佐藤　大輔 椎名 輝世

　千々岩　英彰 広瀬　滋夫

　百田　暢夫 森　一彦

＊賛助会員　1件

セイコークロック（株）

◆平成 19 年度第 8回理事会承認

　2008.03.15

＜新入会＞

＊正会員 24 名（内外国人 3名）

　安東　美緒 大西　景子

　小野　由梨子 加藤　信喜

会員の移動
　門屋　博 熊澤　貴之

　小林　大樹 坂本　禎智

　嶋村　幸仁 関川　浩志

　田上　知之介 八田　晃

　藤田　良美 蓬台　浩明

　松村　由紀 松本　宏行

　村上　暁子 本橋　康直

　森田　小百合 山下　博一

　吉澤　陽介 劉　　旺

　金　　永 Jihoon Kim

＊賛助会員　1件

　アドビシステムズ（株）

＜休会＞

＊正会員 1名

　浜田　真司

＜退会＞

＊正会員 22 名（内外国人１名）

　伊佐　雄治 今村　朔郎

　上北　恭史 内田　和美

　大澤　晃平 岡田　亮士

　川﨑　洋一 城戸　知子

　木村　護 小林　和彦

　齋藤　州一 白澤　友朗

　鈴木　一成 十時　宏之

　土肥　博至 友安　昭

　西尾　泰明 西出　隆祐

　原川　純一 平石　恵

　山ノ下　堅一 劉　長菁

◆会場：東京大学 本郷キャンパス

　　　　工学部 11 号館講堂

　　　〒 113-8654　文京区本郷 7-3-1

      TEL:03-3812-2111

◆スケジュール・題目：

9.00 ～ 9.20/(1)「設計技術概論」

9.25 ～ 10.55/(2)「成果を生み出す

　CAD 活用」

11.00 ～ 12.30/(3)「CAE ／最適化の

　正しい使い方」

12.30 ～ 13.30/ 昼食・休憩（60 分）

13.30 ～ 15.00/(4)「感性設計最前線」

15.00 ～ 15.10/ 休憩（10 分）

15.10 ～ 16.40/(5)「システム設計最

　前線」

16.40 ～ 17.10/ 質疑応答

◆定員：50 名，申込先着順により定員

になり次第締め切ります．

◆聴講料：会員 15,000 円（学生員 4,000

円），会員外20,000円（一般学生6,000

円），いずれも教材 1 冊分代金を含

みます．協賛団体会員も本会会員と

同じ取扱いといたします．

　参加券送付の都合上，開催日の 10 日

前までに聴講料が着金するようにお

申込み下さい．

◆教材：教材のみのご希望の方，また

聴講者で教材を余分にご希望の方

は 1 冊につき会員 2,000 円，会員外

3,000 円で頒布いたしますので，開

催前に代金を添えて予約申込み下さ

い．講習会終了後発送いたします．

◆企画：日本機会学会　設計工学・シ

ステム部門

◆協賛：精密工学会，日本計算工学会，

日本設計工学会，日本デザイン学会

◆申込方法：申込者 1 名につき，行事

申 込 書（ http://www.jsme.or.jp/

gyosan0.htm ）に必要事項を記入い

ただくか，Web（ http://www.jsme.

or.jp/kousyu2.htm ）からお申し込

み下さい．

◆ HP:http://www.jsme.or.jp/dsd/

住所変更はお済ですか？
春は， 住所不明で戻ってくる郵便物が増えます。 住所変更は確実にお願

いします(お知り合いの方で， 該当する方がおられましたら， この旨をお

伝えください)。

　届出は文書にてお願いします。 転居される方は， FAXまたは綴じ込みの

「入会届け」に朱書きで 「変更届」 と書き添えて，事務局までご連絡下さい。

HPにも様式が掲載されておりますのでご利用ください。 退会等の届出も必

ず文書にてお願いします。

本部事務局
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日本デザイン学会	

平成２０年度総会の予告

日本デザイン学会　会員各位

	 平成２０年度日本デザイン学会総会を， 下記のように開催いたします。

	 各位におかれましては， ご出席くださいますよう， ご案内申し上げます。

	 	 	 	 	 	 記

■	日時 ：平成２０年６月２７日 （金曜日） 	 総会　１３ ： ００～ � ４ ： ００ （受付開始１２ ： ００～）

■	会場 ：広島国際大学　東広島キャンパス　２号館８階　大会議室

	 	 キャンパス内地図 ： http://www.hirokoku-u.ac.jp/profile/campusmap/higashi_hiroshima.html

	 	 　　	アクセス方法 ： http://www.hirokoku-u.ac.jp/access/higashi-hiroshima/index.html

■	式次第

	 １. 総会成立の確認ならびに開会宣言

	 ２. 会長挨拶

	 ３. 議長団選出

	 ４. 議事		

	 　 ・ 平成１９年度理事会 ・事業報告

	 　　　論文審査 ・論文集編集委員会　　作品審査 ・作品集編集委員会　　学会誌編集 ・出版委員会　　

	 　　　研究推進委員会　　企画委員会 （総合企画）　　企画委員会 （支部企画）　　事業委員会 （アクレディテーション）　　

	 　　　事業委員会 （継続教育 ・資格制度）　　広報委員会　　財務委員会　　市販図書企画 ・編集委員会　　

	 　　　ＩＡＳＤＲ担当　　日本学術会議 ・日本工学会担当　　第１支部　　第２支部　　第３支部　　第４支部　　第５支部

	 　　　本部事務局

	 　 ・ 平成１９年度決算報告

	 　 ・ 平成１９年度会計監査報告

	 　 ・ 平成１９年度決算報告承認

	 　 ・ 平成２０年度事業計画

	 　　　論文審査 ・論文集編集委員会　　作品審査 ・作品集編集委員会　　学会誌編集 ・出版委員会　　

	 　　　研究推進委員会　　企画委員会 （総合企画）　　企画委員会 （支部企画）　　事業委員会 （アクレディテーション）　　

	 　　　事業委員会 （継続教育 ・資格制度）　　広報委員会　　財務委員会　　市販図書企画 ・編集委員会　　

	 　　　ＩＡＳＤＲ担当　　日本学術会議 ・日本工学会担当　　第１支部　　第２支部　　第３支部　　第４支部　　第５支部

	 　　　本部事務局

	 　 ・ 平成２０年度予算案説明

	 　 ・ 平成２０年度予算案承認

	 ５. 議長団退席

	 ７. 名誉会員証贈呈

	 ８. 閉会挨拶

お　　願　　い

総会を欠席される会員は、 書面をもって議決権を行使することができます （会則第２２条）。

ご欠席の場合は、 出席する正会員を代理人として、 必ず委任状をご提出ください。 なお、

正式のご案内は改めて葉書にて全会員にお知らせいたします。
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デザイン	シンポジウム �008　【講演募集】

共催：日本デザイン学会（幹事学会），

　　　日本機械学会，日本設計工学会，日本建築学会，精密工学会，人工知能学会

協賛：International Association of Societies of Design Research，The Design Society，

　　　横断型基幹科学技術研究団体連合

開催日：2008 年 11 月 21 日 ( 金 )，22 日 ( 土 )

会場：慶應義塾大学 日吉キャンパス (最寄り駅：東急東横線日吉駅 )

趣旨：20 世紀までのデザイン（ここでの”デザイン”は，工業デザイン・工学設計など，あらゆるデザインを含

みます）は，その対象や領域ごとに専門化と細分化を推し進め，それぞれが独自の手法や方法論を構築してき

ました．その結果，現在の専門化・細分化された各デザイン間においては，共通となる基盤や土俵がないこと

に伴い，デザイン情報の共有や協調の難しさといった新たな課題が生まれ，今日に至っています．

　　一方，21 世紀のデザインは，深刻化する環境問題，一向に減少しない大規模事故など，自らが引き起こした

多くの課題に苦悶する事態となっており，専門化・細分化されたデザインは，これらの課題に対し，一丸となっ

て取り組んでいく必要があります．

　　このような背景を受け，デザイン シンポジウム 2008 では，共通の基盤となるデザイン科学が必要であると

の認識のもとに，デザイン科学の枠組みの構築に向けた議論を行いたいと存じます．本シンポジウムでは，招

待講演，一般講演，パネルディスカッションを実施します．デザイン実務に携わる方々，様々なデザイン領域

の教育者や研究者の方々など，多数の皆様の積極的なご参加をお願い致します．

講演募集キーワード：（ここでの”デザイン”は，工業デザイン・工学設計など，あらゆるデザインを含む）

　(1) デザイン理論，(2) デザイン方法論，(3) デザイン方法，(4) デザイン実務，(5) デザインマネジメント，(6)

デザイン知識，(7) デザイン工学，(8) システムデザイン，(9) 最適デザイン，(10) 創発デザイン，(11) 発想法・

創造技法，(12) 協調・共創デザイン，(13) 複合領域デザイン，(14) サステナブルデザイン，(15) ユニバーサ

ルデザイン，(16) ロバストデザイン，(17) エコデザイン，(18) サービス工学，(19) 感性デザイン，(20) ユー

ザビリティ，(21) エルゴノミクスデザイン，(22) インタラクティブデザイン，(23) プロダクトデザイン，(24)

ファッションデザイン，(25) マテリアルデザイン，(26) 制御系デザイン，(27) ロボットデザイン，(28) 医療

福祉デザイン，(29) 都市・建築デザイン，(30) メディアデザイン，(31) 情報デザイン，(32) グラフィックデ

ザイン，(33) 広告デザイン，(34) インターフェースデザイン，(35) カラーデザイン，(36)CAD/CAM/CAE，(37)CG・

VR，(38) 形態論・構成学，(39) デザインサーベイ，(40) デザイン哲学，(41) デザイン史，(42) デザイン教育，

(43) デザインと社会，(44) デザインと文化，(45) デザインと政策，など

発表形式：口頭発表を基本とします．なお，申込件数等によりご希望にそえない場合もございますので，あらか

じめご了承下さい．また，研究発表のプログラム編成はデザイン シンポジウム 2008運営委員会にご一任下さい．

発表申込要項：共催学会会員ではない方にもご発表いただけます．郵送または電子メールにて下記の発表申込宛

先までお申込下さい．

□郵送の場合

A4 判の用紙に ｢デザイン シンポジウム 2008 発表申込 ｣と題記し，(1) 題目，(2) 登壇者・連名者の氏名 (登壇

者に＊印 )，共催学会員の方は学会名・会員資格，(3) 所属機関名・所在地，(4) 連絡先氏名・住所・電話番号・

FAX 番号・電子メールアドレス，(5) 該当する講演募集キーワードを記入の上，A4 判で 1頁以上 (図表等含む )

の発表概要を同封してください．

□電子メールの場合

Subject 名を ｢デザイン シンポジウム 2008 発表申込 ｣とし，上記 (1) ～ (5) を記載した電子メールに，上記発

表概要の PDF ファイルを添付して下さい．
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発表申込宛先：〒 223-8522　神奈川県横浜市港北区日吉 3-14-1

   慶應義塾大学 大学院理工学研究科 総合デザイン工学専攻

   デザイン シンポジウム 2008 担当　青山 英樹

   Tel. 045-566-1722　／　e-mail:　hapyo_design@ina.sd.keio.ac.jp

発表申込期限：2008 年 8 月 4 日 ( 月 )

採択通知：デザイン シンポジウム 2008 運営委員会にて発表内容を審査のうえ，2008 年 9月上旬に通知いたします．

最終原稿：採択された発表は，デザイン シンポジウム 2008 運営委員会の指定した書式に従い，原則として A4 判

4 枚（ただし偶数枚で最大 8枚まで可能）の最終原稿をご作成いただきます．

最終原稿提出期限：2008 年 10 月 17 日 ( 金 )

参加申込要項：参加される方は事前登録をお願いいたします（発表者の方も参加申込が必要です）．

　｢デザイン シンポジウム 2008 参加申込 ｣と題記（電子メールの場合は Subject 名）し，(1) 氏名，(2) 所属学会名・

会員資格，(3) 勤務先・所属部課名，(4) 連絡先所在地・電話番号・FAX 番号・電子メールアドレス，(5) 懇親

会への出欠の有無を明記し，下記の参加申込宛先に電子メールまたは A4 判の用紙にて FAX，郵送でお申込み下

さい．

共催学会員 正会員 10,000 円（論文集 1冊含む）

学生会員（登壇者） 5,000 円

学生会員 (聴講のみ ) 無料（論文集なし）

非会員 13,000 円（論文集 1冊含む）

論文集のみ 5,000 円

※懇親会を開催する予定です．参加登録者(聴講のみの学生は除く)の懇親会参加費用は無料の予定です．

参加申込宛先：〒 223-8522　神奈川県横浜市港北区日吉 3-14-1

   慶應義塾大学 大学院理工学研究科 総合デザイン工学専攻

　   デザイン シンポジウム 2008 担当　青山 英樹

   Tel. 045-566-1722　／　e-mail:　sanka_design@ina.sd.keio.ac.jp

参加申込期限：2008 年 10 月 31 日 ( 金 )

Web ページ：一般講演以外の特別企画などシンポジウムの最新情報は，順次，日本デザイン学会ホームページ

　( http://www.jssd.jp/ ) 上に掲載しますのでご覧下さい．

問合せ先：〒 223-8522　神奈川県横浜市港北区日吉 3-14-1

  慶應義塾大学 大学院理工学研究科 総合デザイン工学専攻

　  松岡 由幸（デザイン シンポジウム 2008 運営委員会委員長）

  Tel. 045-566-1519　／　FAX 045-566-1495　／　e-mail:　designjuku@mech.keio.ac.jp
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■大会の概要：

主　催：日本デザイン学会

共　催：広島国際大学

会　期：平成２０年６月２７日（金）～６月２９日（日）

会　場：広島国際大学　東広島キャンパス（J R 西条駅下車、バス約 35分）

　　　　 〒739-2695 広島県東広島市黒瀬学園台 555-36
 

■大会テーマ：　心『こころ』とデザイン

■大会のスケジュール：

●６月２７日（金）　　　　

12:00 ～ 受付開始（大会参加者は、最初に受付にて登録 ）

13:00 ～ 14:30　総会

14:30 ～ 15:30　基調講演

  広島大学大学院　医歯薬学総合研究科　

  杉山政則　副薬学部長

　　　　　　　「酒どころ広島から生まれたバイオサイエンス」

  （西条駅へ移動）

16:30 ～ 17:45　酒蔵めぐり（賀茂鶴酒造他、見学）（希望者のみ）

●６月２８日（土）

  9:00 ～  受付開始（28日からの参加者は、最初に受付にて登録 ）

  9:30 ～ 17:00　口頭研究発表とポスターによる研究発表

  オーガナイズド・セッション

17:30 ～ 20:00　懇親会（大会議室：２号館８階）　　　　　　　　

●６月２９日（日）

  9:00 ～  受付開始（29日からの参加者は、最初に受付にて登録 ）

  9:30 ～ 15:30　口頭研究発表とポスターによる研究発表

  オーガナイズド・セッション

■総会と発表会場

●受付：　講堂 1階ロビー

●6月 27 日（金）：　大会議室（２号館８階）

●6月 28 日（土）：　２号館・3階 /4 階

●6月 29 日（日）：　２号館・3階 /4 階

■大会参加費：　

　会　員　　　7,000 円（8,000 円）　

　非会員　　　8,000 円（9,000 円）

　学　生　　　4,000 円（5,000 円）

■大会発表費：4,000 円（5,000 円）

 　　　（口頭とポスター同額）

■懇親会費：

　会　員　　　6,000 円（7,000 円）

　非会員　　　7,000 円（8,000 円）

  　　　括弧内は当日

第55回
日本デザイン学会
春季研究発表大会

The 55th Annual Conference of JSSD

（注 1）

6月 29 日（日）は、大学食堂休館のため
前日の 28 日朝までに弁当の予約が必要です。
→事前の参加申込書に希望を記載下さい。

大会実行委員会
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■交通機関：

（１）新幹線：東広島駅　

　　　　　　　（公共交通機関なし、タクシーで大学へ、約 20分）

（２）航空便：広島空港

 　　　（バスで J R 白市駅へ、そして、西条駅下車、駅からバスで約 35分）

 　　　（呉駅行きバスで中黒瀬下車、バス約 55分、タクシーで大学へ、約 5分）

（３）電　車：J R 西条駅下車、バス約 35 分

（４）自動車：山陽自動車道・西条インター下車、約 25 分

（大学内には、無料の大型駐車場有）

●ビジネスホテル
①東横イン東広島西条駅前 Tel: 082-422-1045 　　東広島市西条本町 12-2

②インターシティホテルユーカリ Tel: 082-421-3232 　　東広島市西条岡町 1-16

③東広島シティホテル Tel: 082-422-8686 　　東広島市西条岡町 10-20

④ホテルグランカーサ Tel: 0120-427-888 　　東広島市西条本町 17-13

⑤ホテルサンライズ 21 Tel: 082-431-3232 　　東広島市西条昭和町 5-10

⑥東広島グリーンホテルモーリス Tel: 082-493-7070 　　東広島市西条昭和町 11-8

⑦ホテル・イーグル Tel: 0120-14-5590 　　東広島市西条大坪町 2-13

●旅館

A   割烹 藤乃家 Tel: 082-423-2423  　　東広島市西条栄町 9-21

B   割烹ホテル　一ぷく Tel: 0824-24-3955  　　東広島市西条朝日町 11-31

■ホテル案内：（西条駅周辺）

②

③

④

⑤ ⑥

⑦

国道２号線

山陽自動車道

西条インターチェンジ

国道 375 号線（広島国際大学方面）

広島銀行

サンデーサン

消防署

ゆめタウン市役所

中央公民館

西条警察

しまなみ
信用金庫

① 酒蔵通り

国道 486 号線

至広島 至福山
JR 西条駅

プールバール

★送迎バス停

A B

（注 2）

大会期間中（6/28-29）は直通バスを運行

→西条駅（地図★）と東広島キャンパスの間

→時刻表は大会サイト参照（学会HP内）

（注 3）

直接、会員各位がホテルをご予約下さい。

西条駅八本松駅

山陽自動車道志和インター 西条インター

JR新幹線

東
広
島
駅

←熊
野

←熊野

←広島

←広

東
広
島
呉
道

樋ノ詰橋交差点

西条バイパス

広島国際大学 東広島キャンパス

広島大学

JR山陽本線

空港へ

広域地図

（注 4）

新幹線・東広島駅には直行バスを予定して

いませんので、西条駅周辺のホテルに予約

下さい。

「黒瀬タクシー : 0823-82-2260」
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